
内部監査の知識・スキル・経験を
有するプロティビティのプロフェッ
ショナルが、内部監査メソドロジー
の改善を支援します。

プロティビティは、次世代の内部監査の考え
方を採用し、革新的なアプローチを取り入れ
ることで、内部監査メソドロジーの変革を支
援します。 内部監査部門が継続的に価値を
提供できるよう支援してきた当社の経験を基
に、内部監査の基準や専門的フレームワー
クへの準拠を確保しながら、貴社の事業戦
略や優先事項に効果的に整合するよう、
メソドロジー開発を支援します。

内部監査の
メソドロジーの
開発と再設計

当社にできること

プロティビティは、業界動向やグローバル内部監査基
準との整合性を保ちながら、内部監査のメソドロジーの
評価と再設計を支援します。

お客様は、特定の業界や領域に関する当社の専門家を
ご活用いただくことで、貴社が注目するトピックや業界
に特化した話題など、テーマ固有の洞察を得ることがで
きます。 

プロティビティは、以下のツールやアプローチを含む、
革新的かつ業界のベストプラクティスを活用すること
で、内部監査のメソドロジーの評価と再設計を支援し
ます。

当社ソリューションの詳細は
こちらからご覧ください。

次世代の内部監査の成熟度モデルを活用
し、監査のライフサイクル全体での高度な能
力の開発を優先します。
高度な能力には、継続的モニタリング、デー
タ分析、機械学習、品質保証などが含まれ
ます。

現状分析ワークショップを実施し、改善の可
能性がある分野を特定して、内部監査のメ
ソドロジー刷新に向けた優先順位付けを行
います。

監査委員会や経営層からの協力を得なが
ら、ステークホルダーの優先事項を理解し、
それらを考慮したメソドロジーの開発に努め
ます。

開発した内部監査のメソドロジーに従って、
内部監査の実務とアプローチの変更に関す
る研修を実施します。



内部監査のメソドロジーの開発と再設計
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プロティビティ
について

プロティビティは、企業のリーダーが自信をもって未来に立ち向かうために、高い専門性と客観性のある洞察力や、お客様ごとに的確なアプローチを提供し、ゆるぎない最善の連携を
約束するグローバルコンサルティングファームです。25ヶ国、85を超える拠点で、プロティビティとそのメンバーファームはクライアントに、ガバナンス、リスク、内部監査、経理財務、テクノロジー、
デジタル、オペレーション、人材・組織、データ分析におけるコンサルティングサービスを提供しています。プロティビティは、米国フォーチュン誌の2023年働きがいのある会社ベスト100に
選出され、Fortune 100の80％以上、Fortune 500の約80％の企業にサービスを提供しています。また、成長著しい中小企業や、上場を目指している企業、政府機関等も支援しています。
プロティビティは、1948年に設立され現在S&P500の一社であるRobert Half （RHI）の100％子会社です。

効果的な内部監査メソドロジーは、以下の活動を通じてリアルタイムのアシュアランスを提供することで、
組織体の戦略目標の達成に貢献します。

•プロジェクト等の進行状況のレビュー
• 組織横断的な評価を通じた組織全体の活動比較
• 過去に発生した問題事象の振り返り

•リアルタイムの改善提案
•コントロールの有効性とリスク低減に関するリアル
タイムの洞察提供

プロティビティは、内部監査のメソドロジー開発・導入の分野において業界をリードしているコンサルティングファーム
です。有効な内部監査機能から得られるメリットを享受するにあたっては、いくつかの課題があり、それらはメソドロ
ジーの設計段階で対処する必要があります。

経営戦略に付加価値を提供する内部監査

内部監査のメソドロジー開発における課題の解決

アジャイル手法
リスクや事業環境が常に変化する中にお
いて、新たなリスクや優先事項の変化に
対して柔軟に適応できるようなメソドロ
ジーを開発する必要があります。

変革に関するコミュニケーションとトレーニング
内部監査のメソドロジーの変更を管理す
ることは困難です。 メソドロジーの変更に
よる影響を評価し、変化への抵抗や懐疑
的な反応に対処するための効果的な展開
とコミュニケーションプラン作成が、成功へ
の鍵とされています。

技術の融合
データ分析、自動化ツール、新興技術と
いったテクノロジーを内部監査のメソドロ
ジーに融合することは困難ですが、それに
より内部監査の効率性と有効性が向上す
る、とされています。

標準化
内部監査のメソドロジーを、全ての拠点や子
会社または事業に対して、一貫性と画一性を
もって適用することは、困難な場合があります。

アシュアランス
戦略目標の達成に資する

リスク情報に基づいた

洞察力に富んだ

タイムリーな


